
大東地域福祉委員会 

 

対象地区 
冷川区（向郷、堰郷、下尾野郷）、持越区、大幡野区、沢口区、 

徳永区（徳永南郷、徳永東郷） 

立上年月日 平成１９年９月 自主組織立上 平成２１年９月  

 

１ 現在までの経過  

 大東は最も地区人口が少ないという特徴があり、地域の担い手不足に加えて

店舗・病院などの生活に必要な施設も少ないという現状があります。 

これまで、安心・安全な街づくりの一環として、『緊急連絡カード』の各世帯へ

の配布や、地域の『交通危険個所マップ』作成、『交通安全啓発の看板』の設置、

昨年度は『パトロール中』のステッカーの作製・配布を行ってきました。 

また、ここ数年は主に防災に意識を向け、ヘルメットの購入・配備や、避難所

でのトイレ問題に対して、ポータブルトイレを各地区へ配備・備品拡充や非接触

型体温計を購入・配備した他、防災研修にてコロナ禍での防災について学び、住

民向けにアンケートを取るなど、地域での災害に対する備えを進めてきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

これまでの活動成果物 (H２１年～R５年度) 



 

２ 今年度活動 

「広域避難所の場所は知っていても避難した経験が無い」という意見から、

『地域防災の日』に合わせて『避難所訓練』を行いました。防災倉庫の備品を実際

に広げて体験した他、段ボールベッドの展示・体験、水とお湯で戻したアルファ

米の食べ比べを行いました。 

さらに、中伊豆リハビリテーションセンター作業療法士の那須さん、加納さん

による『災害後の生活への備え』、『被災地での生活の実態』についてお話を頂

き、トイレ問題を含め、避難所での生活について学び・考える機会となりました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 今後の活動計画 

委員からも、「来年度以降もぜひ継続して欲しい」との声もあり、地域づくり協

議会とも情報交換・共有をしながら、地域のみなさんが協力して、主体となって

取り組める活動を進めていきます。 

↑中伊豆リハ講師による講義の様子        ↑段ボールベッド体験したよ！ 


